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豊かな自然 と歴史的な景観が、内陸都市の西都市には数多く残されています。 し

か し、近年の諸開発によって失われていく遺跡も少なくはありません。

このよう.な現状の中で、西都市教育委員会は開発行為の事前に発掘調査を実施 し、

記録保存の措置を積極的にすすめ、あわせて史跡の保存にも努力いたしてお ります。

ここに刊行 しました西都市埋蔵文化財発掘調査報告書第 8集は、本年度に、西都

市都市建築課の委託を受けて実施 した、平田・童子丸線道路新設工事に伴 う埋蔵文

化財の発掘調査報告書であります。

調査結果は本書に記載 したとおりですが、古墳時代の初期から中・近世にかけて

の貴重な遺跡や遺物が多く検出されました。

この報告書が、市民各位の埋蔵文化財に対するご理解を深めていただく資料 とし

て、また社会教育 。学校教育の教材・研究等に、広 く活用 していただくならばまこ

とに幸いであります。

なお、発掘調査から資料整理にいたるまでの関係者をはじめ、西都市都市建築課

の担当者、地域住民の方たちの積極的なご協力に対 しまして、心から厚 く御礼を申

し上げます。

平成元年 3月 30日

西都市教育委員会

教育長  篠 原 利 信
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1.本書は、平田・童子丸線道路新設工事に伴い、西都市都市建築課の調査委託を

受けて、西都市教育委員会が実施 した酒元遺跡の発掘調査報告書である。

2.発掘調査は、昭和 63年 11月 16日 から平成元年 二月 30日 までの間に実施
した。

3.調査関係者は次のとお りである。

都市建築課長  長 友 尭 正

同 補佐  原 田 治 雄

同 係長  高 橋 芳 徳

同 主事  井 上   功

教育委員会

教 育 長  篠 原 利 信

社会教育課長  伊 藤 政 実

文 化 財 係長  黒 チ|1忠 男

調査員、西都原古墳研究所長  日 高

同   嘱託  緒 方

同   主事  表 方

遺物整理協力  関 谷 憲 子

調査作業協力  篠原 時江・緒方タケ子 。黒木 トシ子

久保田要子・長谷川クミユ・藤原秋子

4.本書に使用 した図の作成、本文の執筆並びに編集は緒方吉信が行った。また、

本文末尾まとめの執筆は日高正晴が行った。

本書の遺物実測は緒方が行ない、遺物の分類は日高が行なった。

本書に使用 した遺構等の一部に略記号を付 した、次のとお りである。

T― トレンチ。P―柱穴 (ピ ット)

本報告の方位は磁北である。

本調査によって出土 した遺物は、西都市歴史民俗資料館に保存 し展示される。
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第 1図 酒元遺跡位置図



I  は じ め に

と 発掘調査に至るまで

市制 20周年 を、昭和 63年度に迎えた西都市の発展はめざましいものがあり、

市街地の拡大とともに、都市改造計画や周辺地域の住宅化もすすんでいる。

昭和 56年、西都市都市計画課 (現 。都市建築課 )では、市役所北方約 200陶
の主要地方道、高鍋～高岡線を起点 とし、北西方向約 450陶 に位置する稚児ケ池
の堤上を併用 した、旧来の県道である西都原山路線を終点 とした、主要道路 として

の新道建設を、都市計画法第 59条 1項によって事業認可の申請を行った。

このことは、近接する稚児ケ池の公園建設計画も決定 しており、一部では、用地

買収もすすんでいるが、本地域は住居地域であって、すでに、市営住宅の酒元団地

や稚ケ池に隣接 して、高層建築の市営住宅も着々と建設され、さらには、周辺地域

まで近年・急速に住宅化がすすんでいる。

申請によって建設される新道は、将来、国道 219号線 と主要地方道の、高鍋～

高岡線を結ぶ産業道路 となるものである。

さらに本地域は、市街地北西の微高地であって、住宅地 としても最適な土地であ

ることから、この地域の開発は年々すすんでいるが、地域 と市街地 とを結ぶ幹線道

路がない。

また、通勤や通学時における交通安全も図れない状態であったことから、新道の

建設については、地域住民の強い要望も提出されていた路線である。

かかることから、西都市都市建築課では、昭和 63年度の着工を計画 し、当該地
における埋蔵文化財の事前調査を、西都市教育委員会に依頼 した。

道路新設工事の路線内には、「 周知の埋蔵文化財包蔵地」「酒元遺路」が所在す

る。この酒元遺跡は、昭和 60年度に遺跡詳細分布調査を実施 した際、遺跡番号
1015号 とし、隣接地の須先・笹貫畑と山王前畑の 3字地を合わせて、土器片等
の散布地 としたものである。

調査依頼を受けた社会教育課は、まず都市建築課 との間で協議を重ねたが、結果
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として■工事計画の変更が困難であるため、着工前に1発郷調査を実施し、記録保存

の措置をとるため、調査主体を西部原古墳研究所とした。

調査は、昭和 63年 11月 16日に開1始 し、季節的にも天候に恵まれ―、古墳1時代
早期の住居跡等を検出しL平成元年二月80日 に発掘地の埋戻し作業をもってⅢす
べての調査を完了した。
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第 2図 。酒元遺跡発掘調査地周辺図

(西都市大字三宅
。山王前畑 )
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2 遺跡の位置と歴史的環境

西都市の中央市街を包含 した穂北平野は、西方に九州山地 を背景 とした、豊かな

水田農耕地帯であって、その東端を流れる一ツ瀬川は、山地内に湧出する泉を集め

て流れる、西都市の母なる川である。

一ツ瀬川の流域にはまた、海抜 50～ 80陶程の丘陵が九州山地から岬様に、南

東へ東方へと大小幾条も延びている。

中央市街地の西方に位置する西都原台地もその一つであり、他丘陵 と同じく起伏

のはげ しい陵線を枝状に張 り出 している。

この西都原台地は、 300余 基の古墳が台地の縁辺部を主 として築造されている

が、穂北平野に面 した裾部には、微高地が台地を取 り巻 くように連続的に広がり、

古代から人の住める最も良好な条件を備えていた。

山王前畑を中Jい とする周辺地域を概観するとき、西都原古墳群の古墳が密集 した

地域はすでに風上記の丘 として整備されているが、酒元遺跡のすぐ上に位置する第

1古墳群内には、昭和 31年 9月 に縄文前期の原口遺跡が確認されている。

発掘調査例の少ない西都市ではあるが、西都原からは、昭和 58年 9月 に弥生時

代後期の方 6陶 を計測する竪穴式住居跡 2基が検出されている。

また、穂北平野の東方対岸上に位置する茶臼原台地からも、同時代の遺跡が検出

されているが、この両台地上からは、古くから打製 。磨製の石器等が表面採取され

ていた。

遺跡詳細分布調査による散布地、いわゆる遺跡の所在が推定できる地域は、市内

平担地のほぼ全域に拡がりを見せているが、本調査に関係する道路新設地の延長線

地域も、弥生・古墳時代等の集落跡が埋蔵されると推定されていた。

この地域周辺では、すでに昭和 23年、日向考古調査団によって発掘調査が実施

され、古墳時代後期から、平安時代に至るまでの間、長期に繰 り返 し経営された寺

崎住居跡も検出されている。

出土遺物については、土師器 。須恵器・土錘・石錘・和鏡・硯石等 と多彩なもの

であるが、中には鉢形の物やカマ ド形の上器も加わっていた。
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さらに、酒元遺跡の西南に隣接 した、同遺跡より二段 と高い西都原 との中間地に

は、国衡時代の国分尼寺跡があるが、この地は、現在県立妻高等学校用地内であり、

ここからさらに約 300η 南の位置に、一国一寺の日向国分寺跡が朱存されている。
これらの遺跡は、古墳時代に入る頃から、急速な生産活動の発展を示すものであ

り、生活環境に最も適 した穂北平野 と、西都原台地間の裾部に当る微高地は大集落

が形成され、国衛・郡衡の公的施設も形成されたと思考される。

西都原のみならず周辺の台地には、前方後円墳 を主 とする古墳群が所在するが、

歴史時代に於いてもこの地方は、古代日向国の中心的な役割を果た してきた地域で

ある。

本調査地の中央部に接 して 1戸の古い民家がある。昭和 30年 2月 2日 付 。重要
美術工芸品 として国の指定を受けた「銅印・児湯郡印」は、この民家に代々伝承さ

れたものである。
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第 3図 周辺遺跡分布図
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遺跡分布図明細 (第 3図 )

妻 地 区  1001～
跡
号
遺
番 名   称 所  在  地 種 別 時 代 旧番号 文  献 備 考

1001 西都原古墳群
大字三宅 。妻・重
子丸・右松 古 墳 古 墳

発掘諷査報告書
I工 か西都市史帯

S.27.3.29.回特別史跡指定

西都原古墳群明細

大字三宅字原口二

ク  笹貫畑
ク  酒元ノ上

″  東立野
″  西都原東
″  丸山
″  寺原

 ́ 原口

″  須先
ク  国分
″  尾筋東上

″  尾筋西上

″  尾筋東下
ク  尾筋西下

_   ″  竹之脇

″  鳥子長田

″  堂ヶ島

″  寺崎

″  馬場崎
″  上ノ宮西
″  寺原脇

大字妻字妻園

大字童子丸新立

″  権現原

大字右松字勿J田

夕  寺馬場
夕  驚田

前方後円墳

4基

4基

7基

円 墳

52基

4基

37堪き

40基

53基

3基

22蒻き

7基

1基

2基

2基

6基

2基

3基

3基

H基

2基

1基

1】肇

1,肇

19_t

10基

2基

1基

1基

11基

墳

3基

1基

1基

3基

ユ基

1

1基

1基滅失

1基

1基   3基 滅失

1基

1基
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跡
号
遺
番 名   称 所  在  地 種  別 時 代 旧番号 文  献 備 考

1002 清ホ西原古墳辞 大字清水・三宅 古 墳 吉 墳 日向地誌 S,9.417.県指定史跡

清水西原古墳群所在地明細

大字清水字松崎  前方後円墳

″  寺山  円  墳

大字三宅字西原  円  墳

2基

4基   1基 滅失

19基  1基 減失

1003 上 ノ原遺 跡 大字清水字幸孟
原
散布地

古墳～
平 李

1004 寺 山 遺 跡 大字清水字寺山 散布地 古 墳

1005 清 水 遺 跡 大字清水字杢愛磨
松崎
散布地

弥生～
古 措

1006 下 尾 筋遺 跡 大字三宅字尾霧番雫 散布地 弥生
～
平等 日向国史

1007 上 尾 筋遺 跡 大字三宅字尾霧墓土 散布地 弥生
～
平 奉 日向国史

日向国分寺跡 大字三宅字国分 寺 跡
奈良～
汀 戸
16-33

日向地蓋,4tB

調査報告書ほか

1009 国 分 遺 跡
大学三宅字国分
大字右松字鷺田 散布地

縄文～
江戸

1010 上 宮 遺 跡 大字三宅宇士チ暮吾 散布地
弥生～
平 字 丹宴小野伝承地を含む遺跡

上 宮 古 墳 太字三宅字上ノ宮西 円 墳 吉 墳 2基 (1基はき減失)

上 宮 城 跡 大字三宅字上ノ宮西 城  跡 中 世

1013 三 宅 城 跡 大字三宅字原ロ 城 跡
室町～

安土皿山
日向言こ・
日向地誌

1014 諏 訪 遺 跡
大字三宅字毘沙門
大学右松字髯田 散布地

縄文～
★措

1015 酒 元 遺 跡 大字三宅字
径奎縮

貫畑
散布地

弥生～
江戸

1016 堂 ヶ島遺 跡
大字三宅笹貫畑・石責畑

大字要字妻ロ 散布地
弥生～
平安

1017 寺 崎 遺 跡
大学 三宅宇寺情

大学右松字 堀田
大学妻学 上警

集落跡
弥生～
江戸 16-26 旧番号は坂元追跡

1018 上 妻 遺 跡 大字右
松字刻田

大字妻字上妻 散布地
縄文～
汀 百

1019 経 塚 大学妻字上妻 経 塚 平  安 16-27 都万神社境内

1020 法 元 遺 跡
大字三宅字 雪巧輯

大学者松字 舛田

大学妻字を下組
散布地

弥生～
江戸

（
υ 童子 丸遺 跡

大字H子丸字積ノ内 七上国
寺′爵埼 散布地

縄文―
江戸 日向国史

1022 上国古墳 1号 大字童子丸字上国 円 墳 古 墳

1023 上園古墳 2号 大字童子丸字上国 円 墳 古 墳

1024 上国古墳 3号 大字童子丸字上国 円 墳 古 墳

1025 石 貫 遺 跡 大字三宅字石貫平ノ下 散布地
縄文～
江戸

佐上原薄史稿 伝承遺跡の保存地域

1026 原 口 遺 跡 大字
三宅字原口ニノ西
原日・原口二 散布地

弥生～
平安 日向国史

1027 守 原 遺 跡 大字三宅字寺原・寺原脇 集落跡 弥生
～
平安 16-24 日向国史
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遺跡
番号 名 称 所 在 地 種  別 時 代 旧番号 文  献 備 考

1028 丸 山 遺 跡 大学三宅字
善豊占吾
都原東
散布地

弥生～
平安 日向国史

1029 西 都 原 遺 跡 夫軽 等 凄誕
・酒元ノ上

散布地
縄文～
吉墳 西都市史

ユ030 伝・山路城跡 大字三宅字上回津ヶ丸 城 跡 中 世 日向地史

1031 四 日市 遺 跡 大字岡富字四日市 散布地
奈良～
平安

1032 有 峯 城 跡 大学岡宮字有峯 城 跡 室町～ 日向地史

1033 祗 園 原 遺 跡 大字右松宇祗園ノ上 散布地 縄文
～
古墳
16-34 西」市費

・日向国史
佐土原穏史構

旧番号は大口川追跡

1034 新田原古墳群 大字右松字祗国ノ上 古 墳 古 墳 16-31 県史跡調査
報告 (4
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5 発掘調査の概要

酒元遺跡は、西都市役所の北方を概略東西へ直線に延びる県道高鍋～高岡線が、

南へ曲折する交叉点を、そのまま約 150物 西進すると、特別史跡西都原古墳群台
地の裾部に達する、この附近の微高地が酒元遺跡である。

この西進 した約 150物 間の北方に、水田を間に置いた約 120物 の位置に、西
都原台地の裾部から半円状に、穂北平野・妻市街へ向って突出した微高地の段丘が

ある。この地域が調査対象地 となった字地の「山王前畑」である。

今回調査対象地 となったのは、この段丘を概略南北に縦断する新市道の建設に伴

うもので、全長約 130物・横幅約 18陶 の土地である。

調査は前述の如 く、昭和 63年 11月 16日 に着手 し、平成元年 1月 30日 に天

侯にも恵まれて終了 したが、調査の結果南辺約 50η は、上層位の削平 と住居跡地

の整地による、大攪乱層であった事が認められた。

また調査地は、北辺から中央部付近まではほぼ平担地形であるが、中央部から南

辺にかけては徐々にゆる
｀
く傾斜 し、南辺に従って傾斜が強 くなり、最南端は急傾斜

して水田につながっている。

これを総体的に見ると、南辺の低い 3階段状となっているが、本来の姿は自然な

ゆるやかな傾斜を持った平面地形で、畑作営農・ もしくは宅地化によって現段層が

形成されたと見ることができる。

調査区の設定については、道路建設用の精密な基本ぐいが、調査地の中央線抱 0

解間隔に、花 7～た 13と 7ケ所に打ち込まれていた事から、このくいを基準とし

て南辺から順次に発掘 したが、地形や農作物等の関係上、第 4図に示 した如 く、広

狭の差は生 じたが4区 ～E区 と5区分 して調査区の設定を行った。

発掘の経過は、当初各調査区ごとに幅 1.5物 の試掘 トレンチを 1.5～ 2物 間隔に

入れて遺跡・遺構等の所在を確認 し、検出された遺構を拡大 して調査をすすめた。

A区は、表上がすでに約 1翻 下まで削平され、第Ⅲ層まで失 していた。 しか し、

削平された時期が早期だったと思考され、中世以降のものと思われる柱穴 19個・

集石遺構 1基・ さらに土師器等の出上が確認された。
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B区は、元 。西都営林署官舎の 2棟が所在 した所で、跡地整地の際遺構遺物の包

含層以下まで深 く掘 り下げ、コンクリー ト塀の残片等・ガレキの山が埋め込まれて

調査は難行 した。

しかし東辺には、わずかに遺構の包含層が残され、古墳時代の住居跡とも推定で

きる。攪乱された土坑の 2基 (内 1基は住居跡 とした )、 及び同遺構に伴 う土師器

が出土 した。

B区はまた、北辺に幅 2～ 2.5物 の市道が横断 しているが、この市道は地域住民

の生活道・通学道路 となっている事から、建設工事の時期に合せて調査を実施する

事 とし、本年度は割愛 して調査をすすめた。

C区は、地表面の肖J平は僅少であったが、早期より桑園として継続活用された事

により、幾度となく桑根が掘 り返 され、かなりの攪乱 を受けている事が判明した。

検出 した遺構等については、土坑 6基・溝状遺構 1基 。住居跡 1基 。住居跡に伴

うものか 。柱穴 21個、さらに、遺構に伴 う土師器等の出上を確認 した。

D区は、 C区 と大差のない桑園地で、地表下にはかなりの攪乱を受けていた。検

出 した遺構等 については、住居跡 2基、土坑 1基・溝状遺構 1基・集石遺構 1基・

楕円形状遺構 1基 と、これらに伴った上師器等が多量に出上 した。

E区は、調査地の最北端に位置するが、対象地の北辺には、現在墓石は徹去され

ているものの、近年まで墓地 として使用された所である事から調査を除外 した。

出土遺構等については、住居跡 2基及び、住居跡に伴った土師器が多量に出上 し

ている。

検出された遺跡遺物の概略は以上のようであるが、第 1～ 2層に散乱 した遺物や、

トレンチ内出上の遺物も多く、これらを総体的に述べると、主流 となるものは第 1

表のとおり上師器であり、縄文土器片 1点、須恵器片及び陶磁器片と瓦片の少量が

出上 しているが、完形もしくは完形に近い遺物が少なく、攪乱された層位であるこ

とを知る事ができる。

発掘調査の概要は以上であるが、土層については層位の基本 を、包含層等の確認

のできる中央 C区におき、縦断酌実測線内に下部層の砂利層まで掘 り込んで確認 し

た。
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第 1層  黒裾色土   耕作土

第 I層  同  上   第 I層 と同質

第Ⅲ層  明黄裾色土  赤ホヤ層

第Ⅳ層  黒褐色土

第 V層  暗褐色土

第Ⅵ層  褐 色 土   小砂粒等混入

第Ⅶ層  暗褐色土   第 V層 よりやや明るい

第Ⅷ層  黄裾色土   粘上質・砂利及び石の混入する砂利層
遺物は、第Ⅱ層の上部より出土 しているが、それ以下の層位からは検出されてい

な Vヽ 。
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ム区

第 4図 遺構実測図
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遺 構 と遺 物

ユ 遺  構

と号住居跡 (第 6図 )

1号住居跡は、調査地のほぼ中央に位置するC区 の、 10号 くいに接 して検出さ
れた。規模は、略東西径の中央部が 3.74物 、南北径 3.77陶 と方形状を呈 してい

る。

その東辺壁は 3.72陶 、西辺壁 3.71陶 、南辺壁 3.78陶 、北辺壁 3.79物 を計

測 し、床面からの遺存壁高は約 30セ ンチを測る。

遺構の内外には、内部に 5個・外部に 15個の柱穴を検出したが、主柱穴は対時

するものとして、P26と P27、 P32と P40の 4本主柱か、もしくはP37

の 1本主柱で、柱穴規模は径 25～ 35セ ンチ、深さ約 25セ ンチと比較的に浅い。

他の柱穴については、本住居跡に伴 うものか定かではない。特にP25は 柱穴か

否かも明確にすることができない。出土遺物は土師器が主体で第 1表のとおり。

2号住居跡 (第 7図 )

2号住居跡は、D区中心部よりやや南寄 りに検出された遺構で、本調査地におけ

る最大規模の住居跡である。中央部径は、略東西が 5.35陶 。南北 5,67陶 と、わ

ずかな長方形状を呈 している。

規模は、東側壁 5.50物・西側壁 5,56解 。南側壁 5,10陶 。北側壁 5.13協 を

計測 し、床面からの遺存壁高は約 33セ ンチを測る。

主柱穴は、P44～ 50の 2本柱 と想定されたが、両方 とも約 lQセ ンチの深さ
で主柱穴 としては浅すぎる。対時する柱穴にはP42と 46・ P49と 52の 4本
があり、深さは約 30～ 50セ ンチと適当であるが、径が約 20～ 23セ ンチとや

や細い感 じもするが、主柱は 4本 と考察 したい。

住居跡内にはまた、ほぼ中央位置に焼上の一辺約 1.55制 × 0,85物・深さ13

センチと、断面が皿状をした楕円形状の土坑が検出された、炉跡 と考えられる。

出土遺物は、高杯 11点を含む土師器を主体 とし、表 1に示すとお りである。な
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お土錘 3点及び流れ込みと想定される須恵器片・陶磁器片少量も同遺構から出上 し

ている。

3号住居跡 (第 8図 )

3号住居跡は、 2号住居跡 と同じD区の北西隅近 くに検出された。中央部径は、

略東西 3.50陶 。南北 3.02陶 と長方形状を呈 している。

規模は、東側壁 2.80物・西側壁 2.55物 。南側壁 3.29物 。北側壁 3.35陶 、

床面からの遺存壁高は約 40セ ンチを計測 し、多少ひずみのある長方形状を呈する。

隅は南東隅だけが隅九で、他は方形状をなしている。

主柱穴は、P56～ 58～ 61～ 62の 4本で、径は約 30セ ンチ、深さは約40

センチを測る。

遺構の排土作業中、遺存遺構内の上部からは、径 5～ 10セ ンチの小石が全面に

散乱 していた、これらは投流入と思われるが、小砂利等に混入 した上師器片 106

点、須恵器片 12点、陶磁器片 2点、瓦片 2点が出土 し、床面からの出土はわずか

に上師器片 7点である。

床の中央には、径 30× 40セ ンチの川石が 1個出土 しているが、住居跡に関係

するか否かは釈然 としていない。遺構の内部は上層位 とともに大攪乱を受けていた。

4号住居跡 (第 9図 )

4号住居跡は、調査地最北のE区に検出された、中央の略東西径 4.73糊・南北

4.88解 とほぼ方形状を呈する。

規模は、東側壁 4.67物・西側壁 4.62物・南側壁 4.67陶 ・北側壁 4.52協 、

床面からの遺存壁高約 45セ ンチを計測する。

床の中央には焼上が確認された。この焼土層は卵形状を呈 し、中央部で 1.13×

0.72陶・皿状の底面をもつ断面高は 6～ 8セ ンチを測 り、焼土からして炉跡 と考

えられる。

主柱穴は 4本で内部に確認された、径は 25～ 35セ ンチ、深さは 42～ 48セ

ンチを測る。またP81は 、深さが 15セ ンチと他に比 して非常に浅く、柱穴 とす
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るにも難があった。

出土遺物は、 11点の高杯を含む土師器片が主体で、表 1に 示す とおり675点

と多量であるが、内陶磁器片 5点が含まれている。これは流れ込みと想定されるし、

遺構の上層部も相当に攪乱されていた。

5号住居跡 (第 10図 )

5号住居跡は、 4号住居跡の西方に約 5物 の間を置いて検出された。略東西の中

央径は 426物 。南北の中央径 3.27陶 の長方形状を呈 している。

規模は、東側壁 3.32陶 。西側壁 3.03物 。南側壁 420陶 。北側壁 400物 と

多少のひずみがあり、床面からの遺存壁高にも大きな乱れがあり、東側壁中央で

0.08掏 。西側壁中央で 0.10解 。南側壁中央で 0.12物 、北側壁中央で o.05陶

と非常に浅い。

特に西北隅の遺存壁高は消滅 し、わずかに痕跡を残すだけであり、また遺物の散

乱等からみても、多大の攪乱を受けた遺構 と推定することができる。

主柱穴は、外部の 4本 と想定されるが、内北西隅の 1本は調査地外に位置する事

から、確認されていない。 3本の柱穴は、径約 25セ ンチ・・深 さ約 30セ シチと共

通 して検出された。

このうち、南側の東方P75は 、住居跡東側壁の線上約 0.80陶離れた位置に在
り、西方のP74も P75と ほぼ対時する位置に在る。

北側の柱穴P76は 、住居跡東側壁線からわずか内部に在 り住居跡壁面から0。 20

陶しか離れていない。

住居跡床面の中央部近 くには、長径 0.65物 、幅 0.20初 の黒 く炭化 した木材片

が検出され、さらに西へ約 60セ ンチ離れた位置にも、同様に炭化 した木材片が確

認された。

住居跡内部の南東隅に検出されたP66～ 67は 、小さな貯蔵穴の可能性もある。

出土遺物は、高杯 7点 を含む土師器主体のもので、表 1に 示す とおり1,000点

と多量に出上 しているが、大半は小さな片である。

このように、遺存壁高の低い遺構 と小片になった土器からみても、この遺構が想
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像以上に攪乱されている事を示 している。また末面に密着 しては、縄文早期の押型

文土器片 1点が他に混入 して出土 した。

6号住居跡 (第 11図 )

6号住居跡は、調査地を横断する市道の南側・ B区の東端中程に検出された。B

区については前述の如 く、遺跡遺物の包含層以下まで攪乱を受けた住宅跡地で、わ

ずかに住居跡の一部痕跡が検出されただけである。

規模は、南北径 5,65陶 、床面からの遺存壁高として約 15セ ンチを計測するが、

東西の遺構径は、東端が調査地外の為確認する事ができなかった。 しかし、概略的

な見解から方形状を呈 した遺跡 と推定することはできる。

検出した残存北側壁は、東側境界から西へ 430陶 で、隅丸方形状の隅を有 して

曲折 し、約 1,35陶 で消滅 し、南側壁は、同 じく東側境界から西へ約 2協 延びて消

滅する。

さらに北側壁は、境界地から1.25陶 内行 した位置に、長約 1陶、奥行約 20セ

ンチの円形張 り出 しが確認されたが、炉跡等住居跡に関係 した遺構か否かは解明さ

れていない。

また、内部床面の残存はほとんどなく、床面 と想定される位置よりさらに、攪乱

された下層に遺物の大半が小片 となって出上 した。

これらの出土遺物は、他の住居跡同様 2個の高杯を含む土師器片主体で、他に須

恵器片 1点、陶磁器片 2点が伴出している。

総点数は 334点 と表 1に示す とおりであるが、床面からの出上ではなく攪乱層

よりのものであり、その他の柱穴等住居跡に関係した遺構は検出されていない。

1号土坑 (第 15図 )

と号土坑は、調査地 B区の北東隅に検出された遺構であるが、東側は調査地外・

北側は市道横断の為、遺構の全容を確認するには至 らなかった。

検出 した遺構部分の南側壁長は、略東西に 2.35陶 、西側壁長は南北に 1.70陶

であるが、壁面は約 40セ ンチ長 しか残っていない。床面からの遺存壁高は、南面
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で約 30セ ンチである。

床面の南側端には、南西隅から1.10陶 の長さに、幅 10～ 15セ ンチ、深さ2～

5セ ンチの清が検出された。西端にも南北と同様の溝が検出されている。

遺構内からは、高杯 1点・靖 1点の完形を含む土師器片 76点、及び流れ込みと

想定される須恵器片 1点 。陶器片 1点 (表 1)が出上 している。

これらの出土遺物は、一隅にしか検出されていないが、遺構等 の規模から見て

住居跡 とも想定されるが、市道撤去時の調査まで結論は避けたい。また周囲が攪乱

層でもあり、遺構の内外から柱穴等は検出されていない。

2号土坑 (第 12図 )

2号土坑は、調査地 C区の南東端に検出され、東側は調査地外、南側は市道 と狭

小 した三角地に位置 している。検出壁も両端が東 。南の地で切 り離され、壁長も約

1.40陶 しか検出されていない。

検出 した壁面は、略東端が溝状遺構 1号 と切合 し、木面は、中央部で三角点まで

の約 1.65協 しか検出されない。床面からの遺存壁高は約 50セ ンチである。

出土遺物は、上師器主体で (表 1)の とお りであるが、いづれも極小片である。

遺構名については遺構の一部検出であり、壁面が、ゆるやかに立ち上がった住居跡

とも想定されるが決 しがたく、市道工事中の調査時まで延期 したい。市道下ではま

た、 1号土坑 と切合 していると想定することもできる。

3号土坑 (第 12図 )

3号土坑は、 2号土坑の西約 1.80協 程の位置に検出したP字形の上坑である。

長軸は 2.38能 、横幅 1.38物 、狭小部横幅 0。 66陶 と、変形 した特殊遺構である。

遺存壁高は約 25セ ンチ、遺構名は詳らかでなく、遺物も伴っていない。たゞこ

の地域が中近世に寺院が建立されていたとする説から見て、寺院に関係 した遺構か

とも考察されるが、決するには難が多い。

-21-



4号土坑 (第 12図 )

4号土坑は、 3号土坑の北に約 70セ ンチ離れ、近接 して検出された。長軸 2,01

陶、短軸 1.30陶 と長方形の上坑である。遺存壁高は約 50セ ンチである。

この遺構からも遺物は伴なっていない事から、時代の推定 。遺構名も決 し難く、

3号土坑と同様中近世寺院に関係 した遺構かとも考察される。

この土坑の東約 90セ ンチの位置に、P20が 検出された。この柱穴は記録 とし

て柱穴 としたが、径 70セ ンチ・深さ27セ ンチの規模ではあるが、他に一連的な

柱穴も検出されていなく、土坑として取 り上げるべきだったとも思考される。遺物

も伴ってはいなかった。

これらの 2号・ 3号 。4号土坑及びP20は 、 9物 × 4陶 の区域に、間に溝状遺

構 1号 を狭んで検出されている。

5号土坑 (第 13図 )

5号土坑は、調査地 C区の中心部からやや北西寄 りに検出され、長軸 4.81陶・

短軸 1.19協 (中心部 )と 、細長の長方形状をした遺構である。

遺存壁高は約 25セ ンチで、遺物は伴っていない。中近世寺院に関係 した遺構か

否かも詳 らかでなく、今後の調査を期待 したい。

6号土坑 (第 13図 )

6号土坑は、 C区の東端に検出され、 1号住居跡の北東約 3.2解 の位置まで、 6

号土坑の先端が延びている。

この 1号住居跡に接 した位置から、北北東の調査地境まで、長軸約 6.40陶 、短

軸の横幅は 1,30阿 を計測する。廉面からの遺存壁高は約 30セ ンチである。

遺物は、土師器 97点 (完形 14点 )、 須恵器片 7点、瓦 1点が出土 した。土師

器完形 14点は器高の低い皿であり、底部はすべてヘラ切 り痕を残す。瓦は布目瓦

の片である。

遺構名 。時代等については、遺物が遺構内の出上ではあるが、投入も考えられ、

まとまって上層部に出土 しているし、遺構も東方の調査地外まで延びている事から、
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遺構 と遺物の関係も詳 らかでなく、決するには難がある。

7号土坑 (第 14図 )

7号土坑は、調査地D区の中央部西端に検出された複合する土坑である。第皿層

に切 り込まれたこの遺構は、西方の調査地境界から東方へ約 4陶、南北長約 5能 内

に不整形に入 り組んでいる。

中央には、横幅約 70セ ンチ・深さ約 25セ ンチの溝状遺構 2号が東西に横断 し

ている。また複合することから第 14図に示す如く、部分的に、A～ Eま での符号

を付 して注釈 した。

南辺のBは 、遺存壁高が南東隅で約 10セ ンチと浅 く、内部には、溝状に切 り込

まれたAが西方の調査地外まで延びている。Aの既存長軸は中央部で 3,10御 `横
幅 1物・ 深さ0.15陶 である。

Bは 、Aの 南側壁を同一線 とし、内湾 して東に約 1.4陶 延び、さらに曲折 して北

方に向い、 2.05物 すすんで溝状遺構に接する。

溝状遺構の北面は、C・ Eが連続 した遺構 と考察され、さらには,と も接すると

思われるが、横断する溝状遺構で両断され、C・ E間にはDが床面を溝状遺構 と同

一に して北方に延び、Cと Eを分断する。

C・ Eの北側壁の遺存壁高は約 10セ ンチ程で、東方に外反 して延び、約 4陶す

すんで消滅 している。

このC・ E間のD遺構は長方形状の遺構であって、溝状遺構を除いて長軸が約

2.05解 、幅 1.05陶 、深さは約 43セ ンチを計測 し、C・ D壁面を切断 してさら

に北方へ約 75セ ンチ突出する。

C・ Eの北辺遺存壁高は約 15セ ンチであるが、 E区の床面に掘 り込まれた柱穴

状の遺構は、ともに樹木根痕跡であり柱穴と認める事はできなかった。

出土遺物は、A・ Cに土師器 (皿 )片 40点、Eに 須恵器片 3点、陶磁器片 8点

であるが、いづれも流れ込みと想定される出土状況であった。

遺構名は決 しがたく、中近世寺院に関係 した遺構か否かが思考される。
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溝状遺構 (第 4～ 12～ 14図 )

溝状遺構は、調査地 C区に 1号・ D区に 2号が検出された。 1号は、前項の上坑

4号から南東に延びて調査地外まで延びている。規模は、現存する全長約 4.5陶 、

幅 α93陶 、深さ0.20陶 を計測する。

本遺構の南東端は、前項 2号土坑でも述べたとおり、同遺構 と切合 し調査地外に

延びる事が考察され、北西端は 4号土坑の壁部 と切合 して終る。

この溝状遺構 と4号土坑 とは、一連の遺跡 と考慮すべきか判断はむつかしい。な

お出土遺物は、流れ込みによる土師器小片 6点が出土 している。

溝状遺構 2号は、 7号土坑の中央部を横断 して、東方の調査地境まで延びて検出

され、さらに延びている事が予想される。

検出 した遺構の全長は約 18物 、中央部で幅約 75セ ンチ、深さ約 25セ ンチ。

東端で幅約 85セ ンチ、深さ約 25セ ンチと、東方部がやや広い。排水路 と想定さ

れるが遺物は伴出していない。

円形土坑 (第 15図 )

円形土坑は、 1号住居跡の北側壁に接 して検出された遺構である。規模は、径

1,01陶 × 0.95翻 、 床 面 は 0.90陶 XO.87物 を 計 測 す る 。

深さは 23セ ンチと浅 く、遺物も伴出 していない。使用目的等は解明されていな

ヤ`。

精円形状遺構 (第 16図 )

この遺構は、調査地 D区の南端部に、一部C区へまたがって検出された。概略の

遺構は、円形土坑の南東部に、別個の小円形土坑が切合する 8の字型を成 している。

規模は、長軸 4.86物 、短軸径 3.00物・ 3.57物 、 中間位置には両極に張 り

出 しがあり、北端部の張 り出 しは、わずかに突出 して消滅するが、南端部は約 30

センチの幅を有 し、 50セ ンチ程直に突出する。

この両極突出部は直線的で、直結するか他方の上坑が切 り込まれた遺構か、判断

については埋上の変色等からも種々の検討を加えたが、詳 らかにするに至らなかっ
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た。

遺存壁高は、約 27セ ンチ・ 20セ ンチと第 16図に示す如 く、両円形土坑には

やや差があるが、床面は連続的につながっている。

当初は楕円形状の住居跡 とも想定されたが、遺構内外に柱穴の検出はなく、北西

端の床に径 26セ ンチ、深さ16セ ンチの柱穴が 1個検出されたが、遺構に関係す

るか、柱穴とするにも難がある。

出土遺物は、土師器片 3点、陶磁器片 8点、内土師器片 3点は、底面ヘラ切 り痕

を残す皿の片であり、いづれも床に密着せず、流れ込みとも想定される出上状況で

あった。

集石遺構 (第 15図 )

集石遺構は、調査地南端部のA区に 1号、調査地北辺のD区に 2号 と2基が検出

されている。

A区 は、前述の如 く上層位が第Ⅲ層まで約 ユ切程削平された調査区であり、 1号

遺構の出土地は、特に畑作も不可能な荒地であった。

表面草上を、約 20セ ンチ削ぎ取ると検出され、 80× 75セ ンチの方形状に検

出 し、長径 10セ ンチ以内の極小割 り石による遺構であった。

焼石はなく、遺物も伴出 していない。床面は、中央で約 7セ ンチの皿状をした凹

みを有する。

2号遺構は、前述 3号住居跡の南東約 5物 の位置に、第Ⅲ層に密着 して検出され

た。径は 1,60陶 × 1.25能 の精円形状で、床面は約 10セ ンチ深さの皿状を呈 し

ている。

材質は川石で、法量は長径 5～ 30セ ンチと等― していない。焼石は含まれず、

遺物は土師器片 19点・須恵器片 4点が出上 している。内 19点の上師器片は、底

部がヘラ切 り痕を残す皿片等である。

元来この地方の農耕は、畑地内に石が発見されると、耕作の不都合上 。塚状に集

石するか、地中深 くに埋め込む等の処置が成されてきた。石の不均等 。伴出遺物か

らして、後者の埋納石とも推定され、遺物も当時に流入 したと考察される。 1号・

2号の集石遺構 とも、記録 として保存 し、今後の調査研究を期待 したい。
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土層断面図 2=
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土層断面図 4
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第 7図  2号住居跡実測図
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第 8図  3号住居跡実測図
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第 9図  4号住居跡実測図
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第 10図  5号住居跡実測図
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第 14図 遺構実測図 3.
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第 15図 遺構実測図 4
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第 16図 楕円形状遺構

-40-

0     1糊



第 17図 遺構実測図 (A区柱穴 )         0       1糊
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2 遺  ―物

出土遺物は、表 1に示す とおり調査地全域から、総数 ■392点 出上 しているが、

土師器主体であり、器種には広口壷 。壷・高杯 。土錘等で、内 48点の高杯が占め

る比率は大である。

これらは、大半が小片で出上 し、投入 。流れ込みのものが多く、 しかも完形・完

形に近い遺物は極めて少なく、調査地が、諸事情の影響によって相当の攪乱を受け

ている事を示 している。

また、遺構に伴出 した遺物の中には、 5号住居跡床面から出土 した縄文土器片 1

点があるが、他に古墳時代以前の遺物は出土 していない。

出土遺物は土師器が主体で4163点 、土錘 6点、須恵器片 103点 、陶磁器片

118点 、他に鉄片 3点、瓦片 4点が加わっている。

現在も、出土遺物は整理の途中であり、詳細な報告は今後の機会に譲るとし、本

文では、抽出 して分類 したものである。

(1)縄文土器 (第 18図 1)

図番号 1は 、本調査に於ける唯―の縄文土器片で、 5号住居跡内から出上 した。

遺跡の性格からして床面から検出されたことは、上層が攪乱層である事から流れ込

みの遺物 と考察される。

残片は、 9× 5セ ンチの深鉢胴部片 と推察されるが、表面は、山形の文様をした

押型文で、縄文早期の遺物である。

内面は、ナデ調整 。胎土は良好で雲母を含み、 1～ 2ミ リの粒子。色調は、外面

がにぶい橙色、内面が明褐色をなし焼成は良好である。

器種については、一応深鉢 と記 しているが、小片であることと、わずか 1点の出

土 という事からして決 しがたい、

121土  錘 (第 18図 1)

図番号 2～ 7の 6点は、 1号住居跡 1点、 2号住居跡 3点、D区・ T7に 2点が

出上 した。法量等については表 2の上錘計測表のとお りである。
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時代区分については、本調査によって出土 した主体 となる土師器 と同一時代の遺

物 と考察される。

●)土 師器 (第 18図 1-9)

図番号 8～ 55の 48点は高杯で、法量等は表 3土師器計測表 (高杯 )に よるが、

大半の住居跡から出上 している。完形は 8・ 10、 完形に近い遺物は 9。 ■ 1・ 12

と極めて少ない。

8・ 9は 、杯の底部近 くで小さく屈曲 して立ち上がり、わずかに内湾 しながら大

きく開く。脚柱部は、裾部にかけてやや内湾気味に開 くが、脚裾部 と端部の境は曲

折 して陵をなし、外反 しながら大きく開いた端部 となる。

なお、脚柱部にはナデ調整後のヘラによるタテの調整痕が残される。頸部の径は

8が 3セ ンチ、 9が 3.1セ ンチである。他に類似する遺物は 26の片が想定される。

10は 、器高 16.6セ ンチ、日径 22.3セ ンチ、頸部径 5,3セ ンチ、脚端部径

15。 3セ ンチと、高杯 48点中最大のものである。

底部近 くの胴には、鮮明な由折する陵が認められ、ここからほぼ直線に立ち上

がり、日縁近 くでやや外反する。

頸部からの脚柱部は大きく開いて下向 し、さらに曲折の陵を成 して外反気味に大

きく開く。

11は 、 10と 同様杯の胴部に鮮明な曲折 した陵が認められ、外反 して立ち上が

り大きく開く。法量は表 3の とおり。

脚部は、頸部からほぼ等法量で下向 し、曲折する陵を成 してさらに外反 し端部に

いたる。

13は 、脚端部及び口縁部を欠いているが、本調査に於ける遺物では他に類のな

い高杯である。杯は、底部が段皿状になって横に開き、急角度に屈曲して立ち上が

る。胴部には、丸味を帯びた 3条の凹みがめぐらされている。

日縁部近 くの立ち上がりは欠いている為不明であるが、脚部は、頸部径が 4.5セ

ンチで、開き気味に下向し、端部境の屈曲をなす部の径は 7.4セ ンチと大差があり、

さらに脚端部は大きく開くと想定されるが、欠損の為詳 らかではない。
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20は 、脚部を欠いだ高杯で、杯の胴部は鮮明に屈曲し外反 して立ち上がり大き

く開き、未発達な鋤先日縁を呈する。日縁径 17.9セ ンチ、類似する遺物に 22・

23・ 25が想定される。

35は 、杯部 と脚端部を欠くが、頸部に山型の凹み 2条がめぐらされ、脚柱は内

湾気味に下向 して端部近 くが屈曲 し、大きく開いて端部にいたる。端部は欠いてい

る。

36は 、杯と脚端部を欠くが、脚柱部が低 く形成 されてお り、裾部にかけてはや

や直線に下向 して大きく開く。さらに裾部は、外反気味で端部に至る。 .

37は 、杯と脚端部を欠くが、頸部から裾部にかけてはやや外反気味で、頸部径

2.7セ ンチ、裾山部径 6セ ンチと径に大差がある。さらに裾部は、屈曲して大きく

開く。

全体的な高杯の器面調整は、表 3に示 しているが風化の為内外面とも不鮮明な遺

物もあるが、大半はナデ調整後のヘラ調整が認められ、脚柱部等にヘラ痕を残す遺

物も少なくはない。

本稿では、土師器の高杯を主に述べてきたが、土師器 としては高杯のほか、広日

壷 。壷・対・鉢等が多量に出上 している。以降、これらの遺物図番号 56～ 112

までの上師器について、表 4に示 してはいるが順次抽出し述べることにする。

56は 、 2号住居跡伴出の遺物で、底部 と胴部の一部を欠いた広口壷で、復元ロ

径は 1&7セ ンチ、器高 2凱 5セ ンチ、胴部最大径は 21.8セ ンチを計測する。

体部は、や 【楕円形状に内湾 して立ち上が り、長目の口縁部をもつ細丸底の広日

壷で、日縁部は中程で肥厚 し、外反気味に開いて立ち上がる。

日縁端部は、細 くなりやや尖頭型にまとめられている。体部を含む外面は叩き目

によって調整され、内面はナデている。内外面 とも炭が付着するが焼成は良好であ

る。

57は 、住居跡 とも推定される 1号土坑から出上 し、器高 10.5セ ンチ、日径84

地 ンチ、最大胴部径 7.9セ ンチ、頸部径 5.8セ ンチの長 くのびた日縁部をもつ平底

の対である。

日縁部は、ほぼ直線に立ち上って開き、日縁近 くはやや内湾気味 となる。調整は、
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回転によるナデ痕が口縁部に残 り、胴部はナデ・下半にはナデの後のヘラ痕が認め

られる。内面は、上半が回転によるナデで他はナデている。

58は 、精円形の胴部に長 くのびる日縁部が存すると思われるが、日縁部は欠け

ている。器高は、日縁部が欠けるが現存高で 7セ ンチ、日径も現存で■2セ ンチ、

頸部径 6セ ンチ、最大胴部径 8.6セ ンチを計測する。胴部の広い丸底の対である。

日縁部は、やや内湾気味に立ち上がり、開いているが、日縁は欠損する為端部が

詳 らかではない。

外面は、胴部下半にハケロ調整痕を残 し、上半はナデている。日縁部は内外面と

も回転によるナデで、胴部下半の内面はナデている。

60は 、 4号住居跡に伴出 した広口壷で、わずかに外反 した単純な口縁部をもち、

復元器高 27セ ンチ、日径 21.2セ ンチ、頸部径 1&6セ ンチを計測する。
器面調整は、風化のため鮮明ではないが内外面ともナデで、底部は細丸底 と推定

される。胴部は、ゆるく内湾 して立ち上がり、顕部からの立ち上がりはわずかに外

反 し、日縁近 くで陵をもち、内行 して端部にいたり丸くおさめられている。

胎土は細かく、 1～ 3ミ リの砂粒を多く含み、全体に肉薄で仕上げは荒い感触を

与える。焼成はやや良好であるが、外面下半には災が付着 している。

61は 、 2号住居跡に伴出した浅鉢で、器高 &6セ ンチ、日径 14.2セ ンチを計

測する。底部はヘラで切った径 5。 1セ ンチの平底であるb

容姿は、底部が 1.3セ ンチ高の等― した立ち上がりを見せ、その後に大きく開く。

胴部は内湾気味の立ち上がりをみせ、胎土は少 し荒く長砂粒を含む 2～ 4ミ リの粒

子を多く含んでいる。

器面調整は、ハケロ調整で内面は横にナデ、外面の上半はヨコ、下半はタテ 。ヨ

コにナデ、下部にはタテのヘラ痕 を残 している。仕上げは必ず しも良好ではないが、

焼成は良好で美 しさも感ずる。

67は 、 4号住居跡伴出の、やや長目の日縁部を持つ丸底の壷である。器高 15

センチ、日径 9.5セ ンチ、胴部最大径 13,4セ ンチ、頸部径は &3セ ンチを計測す

る。

胴部は、全体的な丸型で肉薄に仕上げられ、日縁部は外反 して立ち上がり、再度
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内湾する。日縁は、端部が丸 くおさめられている。

器面調整は風化の為鮮明でないが、外面は胴部上半 をハケでヨコに調整 し、下半

はナデであり、内面も外面同様ナデている。

胴の約三分の一、さらに口縁部から底部まで炭が付着 し、内面にも一部炭が付着

する。胎土は細かく、 1～ 4ミ リの砂粒を含み仕上げ・焼成は良好である。

92-97の 6点は高台付土器の片で、いづれも底部だけ他は欠損 している。器

種は不明である。

92は 、高台が外反 して下向 し、高台際の径 5セ ンチ、座付径 &4セ ンチを計測

し、八の字型に開いている。

内面の底部は、尖頭形の落ち込みをみせ、肉薄の底部 となっている。 33も 同様

である。 94も 92と 同様に、高台際から座付にかけて八の字に開いている。

図面では鮮明でないが、特に 92は、高台際から約 1セ ンチ立ち上がった位置に、

鮮明な突起の陵が認められ、高台と胴部 とを区分する形容を示 している。

以上、 6点の高台付土器の底部片は、器面調整もロクロ使用による痕跡が鮮明で

あり、 1～ 3ミ リ、一部に 4ミ リの粒子を含んだ胎上で、仕上げも良好であり、97

を省いてはすべて焼成も良好である。

98は 、A区に検出した 1号集石遺構の南、約 50セ ンチの位置に近接 して 1点

だけ、他と離れて出土 した浅鉢である。焼成時期は、前項高台付土器 と同一時代と

推定される。

底部は平底で、器高 6。 9セ ンチ、日径 16.3セ ンチ、底面径 11.5セ ンチを計測

する。胴部は、内湾気味に立ち上がり、日縁は九 くおさめられている。

器面調整は、内外面ともナデているが風化の為鮮明ではない。胎土は荒く、 1～

2ミ リの砂粒をわずかに含み、仕上げ焼成 とも良好 とはいえない。

99～ 112の 14点は、土坑 6号から出上 した小皿の上器である。法量等は表
4土師器計測表 (2)に 示 している。

土坑 6号については前述 しているが、土師器 97点が出上 し、内・完形 14点 を

抽出 した。この 14点は、いづれも器高が浅 く、底面底部にはすべてヘラ切 り痕が

鮮明に残されている。
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これらの遺物は、他片 とともに律令時代の遺物であり、今後とも注目しなければ

ならない。

14J 須恵器 (第 19図 )

須恵器は、表 1に示すとお り大半の遺構等から、 103点 と少量ではあるが出土

した。すべてが片で法量計測のできる物は皆無である。        ｀

器種は、甕 。壷・蓋・杯等で、大半が格子目の紋様をした叩き文で、詳細には第

19図・表 5に 示 している。

編年については、本調査地出上の上師器の編年から大きく後退するが、第 19図

表 5に は抽出 して、図番号 113～ 128の 16点 を登載 した。

図番号 113～ 120の 9点は、甕の胴部片で表面が叩き目の格子目文、内面は

115・ 116・ 120。 121が青海波文である。

118は 、ヘラ先による半円の刻目で仕上げ、他はヘラ調整。 122は 、壷の胴

部片で無文、器面調整は外面がヨコ、内面は回転させたハケメ調整痕が残される。

123とす、蓋の中心部から外縁にかけて三角形状に残す破片で、外縁高は 0.6セ

ンチ、表面は、外縁から0.5セ ンチ内行 して後外反 し0.8セ ンチ高くなる。

内面も表面 と同行 し、外縁から0.3セ ンチ内行 して約 1.5セ ンチ立ち上がる。こ

の位置から外面に沿って内行する。中心部の厚は o。 6セ ンチと肉厚 となる。

124は 、高台付の杯底部片。 125は壷の胴部片で、一部に頸部が残される。

外面は無文で、ヘラ調整痕の陵 3条が認められる。釉が施こされている。内面はヘ

ラ調整痕の突起 した陵 3条程が認められる。

126は、壷の底部 と胴部の一部を残す片で、表面は無文・ ナデ調整、内面はヘ

ラ痕数条が横に陵をな して残される。

127は 、高台付の盤 とも推定される。ロクロ回転による調整痕が内外面ともに

残される。 128も 同じである。

6)瓦 (第 20図 )

瓦の出土については、調査前から律令期の官衡遺構や中近世寺院跡等も検出され
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るのではないか と期待 した。 しか し、これ らに関す る遺構の検出は確認されなかっ

た。

同時代の遺物 として、僅少ではあるが瓦片の出土 をみた事は、今後 とも同地域に

は注 目し、調査地周辺の探究 もすすめなければならない と思 う。出土品 4点は表 6

に不 している。

瓦は、図番号 129～ 132の 4点で、 129は 焼成のあまい、表裏面 とも布 目

文の平瓦片である。 130は 、焼成良好で表面は無文、内面は細 目の格子 目文で棟

のの し瓦片である。                       .

131は 、表裏面 とも無文の棟瓦片で硬 目に焼成 されている。 132は 、やや硬

日ではあるが、表面が布 目・裏面が細 目の格子 目文で、中央が分厚 くの し瓦片 と推

定 される。

(0 陶磁器 (第 21～ 22図 )

本調査地は、古代遺跡の埋蔵 とともに、中近世寺院跡 とも想定 されていた。 しか

し律令期以後の遺物は極 く少量で、出土状況も検出された遺構に密着 したものでな

く、出土層も表土あるいは第 I層 と比較的浅い地層か ら出土 し、遺構への投入 。流

れ込みのものであった。

青磁は 6点出上 しているが、いづれも小片で記録できる遺物はなく、図番号 133

～ 138を 第 21図・表 7に 図示 している。 17-18世 紀以降の遺物 と考察 され

る。

白磁は、青磁同様 6点の出上であるが、鉢・碗鮮の小片で、 図番号 139～ 142
の 4点 を抽出 し、第 21図 。表 8に まとめている。 17～ 18世紀以降の遺物 と考

察される。

陶器は、全域から33点が出上 した。出土地層は表土及び第Ⅱ層と比較的地表面

に近い層から出上 している。

大半が小片で完形はなく、暗茶裾色をなすものが多い。記録する遺物は少なく図

番号 143～ 149の 7点 を抽出 し、第 21図・表 9に 図示 している。いづれも18

世紀以降の遺物である。
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磁器は 26点 が出上 している。図番号 150～ 154の 5点 を抽出 し、第 21図

表 9に 図示 している。出土地層も他 と同様比較的に浅い層位から出土 している。18

世紀以降の遺物である。

染付は、出土 した陶磁器中もっとも多い 41点 である。この中から図番号 155

～ 164の 10点を抽出 し、第 22図・表 11に 図示 した。

18世紀代の肥前染付も加わり、他に図示 しない遺物は大半が小片で、模様等も

共通 している事から図示 しなかった。

以上、遺構 と遺物について簡略に述べてきたが、全調査区から住居跡・土坑・柱

穴等が検出され、特に伴出 した遺物が土師器主体であり、その中で、信仰儀礼用の

高杯が各住居跡に伴って約 50点程も出上 した事は、特筆すべき特徴的なものとす

べきである。

しか し、中近世遺物が少なく、遺構の確認もなされなかった事はども残 りもするが、

極少の布目瓦や、関係した土師器 (皿 )の 出土は、何等かの官衡や寺院等・律令時

代の遺跡が埋蔵される事を意味 し、今後に期待するものが大である。

出土遺物の編年については、日高正晴氏による次項のま'と めに譲るが、古式上師

系統の遺物が主体であった事は、調査地西辺の高台に築造された、西都原古墳群 と

関係する集落形成の究明からも、今後の資料 として提供され貢献するであろう。

また、調査区域が、横幅約 18解 の新道路建設地 と制約があり、住居跡に伴 うム

ラの構成等、遺跡の全貌を明らかにする事はできなかったが、今後、周辺地域にも

及ぶ調査時には、貴重な参考資料 となる遺構 と遺物であったという事ができる。
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出土遺物実測図 2(高 杯 )



出土遺物実測図 3(高 杯 )
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出土遺物実測図 4(高杯 )
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遺物実測図 7(土師器 )
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出土遺物実測図 9(土師器 )
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第 20図 瓦実測図
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第 22図 磁器・染付実測図
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表 1

出 土 遺 物 一 覧 表

遺構名 土師器 須恵器 土錘 白磁 青磁 染付 磁器 陶器 そ の他 備 考

A 区 135 3 3 9 鉄片 1

B区 一 括 1 1 ユ

C区 一 括 9 1 2

1号住居跡 122 6 l 1 l l

2号 ″ 430 4 3 1 1 3 3

3号  ″ 113 1 1 瓦 2

4号 ″ 670 1 2 2

5号 〃 1,002 3 縄文土器 1

6号 ″ 331 1 1 1

1号 土 坑 l l

2号 ″ 3 l 2

6号 ″ 7 瓦 1

7号 〃 3 1

濤状 1号 6

楕 円形 状 1 2

C区・Tl

″ T3 1 2

〃 T4 1 1

D区・ Tl l 1

〃 T5 1 1

〃 T6 7 1 瓦卜鉄片 1

″ T7 297 1

E区・Tl 159 5 2 1 1 1 鉄片ユ

″ T2 133 1

〃 T3

集石 2号
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遺 構名 土師器 須恵器 土錘 白磁 青磁 染付 磁器 陶器 そ の他 備 考

P 1 6 A区内柱穴

3 ″  (高 杯 )

1

〃  16 5

″  47 1 2号住居跡

″  50 1

″  62 3 3号住居跡

″  64

〃  66 5号住居跡 (高 杯 )

″  67 7

″  69

″  75

″  76 1

計 ■163 103 6 総合計 4,392点
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図番号 長 さ 径 (最大径 ) 内 径 色 調 備 考

2 6.00 0.50 明黄褐色 端一部欠損。わずかな反りがある

3 4.55 0.60 同  上 端一部欠損、わずかな反 りがある

4 5.80 1.60 o.60 浅黄橙色 完形、ほぼ直

5 4.50 α55 同 上 両端とも欠損、直

6 0.55
にぶい橙色
一部灰白色

端が一部欠損するもほぼ完形.ゆ るい反り

7 にぶい橙色 完形であるが、胴の一部に焼成前の欠落あり

表  2.

表  3.

土錘 計測表 (第 18図 )

土師器 (高杯)計測表 (第 18図 )

単位 :セ ンチメー トル

法量単位 :加

図番号 器種 法   量 色   調 胎 土 出土 地 備 考

8 高材

高
径
径端

器

口
脚

外・ 橙

内・ 〃
少し荒い、雲母を含む

1～ 2ミ リ粒子
1号住居跡

杯部はヨコナデ、脚柱部にはタテ
のヘラ痕が見受けられる。

焼成良好

9
器 高 12.1
回 径 16.3
脚端径 11.2

掻

〃

外

内
少し荒い

1～ 2ミ リ粒子
同 上

杯胴部に鮮明な陵 1本 .沈線 1本
認められる。

焼成良好

器 高 16.6
口 径 223
脚端径 15,3

外・浅養匿
内・ 橙

こまかい、長粒子を含む
ユ～ 3ミ リ粒子

1号土坑
林胴部に陵 2本.沈線 1本、ヨコ
ナデ、脚部に陵 1本 .沈線 2本、
ヘラ調整      焼成良好

11

１
．
４

９
．

高
径
雁

器

口
脚

掻

″

外

内

こまかい

1～ 2ミ リ粒子
2号住居跡

杯部、口縁部近くで大きく外反、
1/3欠損、脚部、ベラ調整痕を
残す、ナデ     焼成良好

器 高
口 径 (214)
脚端径

外・浅貢橙

内・ ″
こまかい

1ミ リ粒子
5号住居跡

杯部、鮮明な陵線、ヘラ調整、ヨ
コ・タテナデ、脚部、ヘラタテナ
デ          焼成良好

器 高
口 径 (15.0)
脚端径

外・にぶい橙

内・ 橙

こまかい

1ミ リ粒子
同 上

口縁部欠損、杯部に陵線、沈線、
ヨコナデ、脚部、ナデのあとヘラ
仕上
`∴

タテ鮮朔な沈線 焼成良好

器 高
口 径
脚端経 12.3

外・浅芸怪

内・ 〃
こまかい

1～ 2ミ ヅ粒子
2手劃笙勘

杯部欠損、脚部ヘラタテナデ、
端部ヨコナデ

焼成良好

器 高
口 径
脚端径 15.5

外・浅黄橙

内・ 〃
こまかい

1ミ リ粒子
同 上

杯部欠損 .脚部ヘラタテナデ、
端部ヨコナデ

焼成良好
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図番号 器種 法   量 色   調 胎 土 出土 地 備 考

高杯
器 高
口 径
脚端径 11.1

外・浅黄掻

内。 ″
こまかい

1～ 2ミ ツ粒子
4手訓主勘

杯部欠損、脚部ヘラタテナデ、
端部ヨコナデ

焼成良好

器 高
口 径
脚端経 13ユ

外・ にぶい掻

内・ ″
こまかい

1ミ ツ粒子
同 上 同   上

焼成良好

器 高
口 径
脚端径 10.9

外・ にぶぃ橙
内・浅黄橙

こまかい

1-3ミ リ粒子
同 上 同 上

焼成良好

器 高
口 径
脚端径 12.6

外・ にぶい橙

内・ ″
こまかい

粒子少量
同 上

杯部次損、脚部に一部欠損個所
ヨコ・タテナデ、ヘラ痕あり

焼成良好

器 高
口 径 17.9
脚端倭

外・添 掻

内・ ″
こまかい

1～ 3ミ リ粒子
2'テftt」E望渤Ⅲ

脚部欠損、杯部2本の陵と1本の
沈線。杯部陵から口縁部にかけて
大きく外反Iヨ ヨナデ 焼成良好

う高
径
椎

器

口
脚

外。にぶい橙

内・ ″
こまかい

1ミ ′粒子
5鋤

柱穴内に出土、杯部のみ残存
鮮明な陵線、杯部 1/3欠損

焼成良好

器 高
口 雀≧ 1■0
脚端径

外・ 橙

内・ ″
少し荒い

1～ 2ミ ツ粒子
21テ上主」E記助い羅諸鮨纂i すヽ写

1/3欠損
焼成良好

器 高
口 径 1&1
脚端径

外・黄 橙

内・浅黄橙
少し荒い

1～ 2ミ ツ粒子
同 上 製華与各濠だ聡評留契會で嫌反す

る、ヨコナデ    焼成良好

高
径
縮

器

口
脚

外・浅黄橙

内・ ″
こまかい

1～ 2ミ リ粒子
同 上

脚部欠損、杯底部は横に開き陵よ
り急角度に立ち上る。日縁部は欠
損         焼成良好

器 高
口 径 (15.0〕
脚端経

外・淡 橙

内・ にぶい橙

こまかい

1～ 2ミ ツ粒子少量
4=訓箋姫調亦

杯部の片で鮮明な陵から急角度で
立ち上り、口縁部にかけて大きく外
反す為 ヘラ周蔵部にあ比焼誠良好

高
径
径端

器

日
脚

外・ 橙

内・ ″
こまかい

1～ 2ミ ツ粒子少量
2鋤

日縁部と脚端部を欠損する。杯部は
ゆるく外反し位 ちコ ミる。脚部t彦
テヘラ,蒐      焼成良好

高
径
径

器
日咄

外・浅黄橙

内・ ″
こまかい

1～ 2ミ ツ粒子少量
113ヤ住姫軒亦

杯底部と体部のみの片、
ナデ調整、ヘラ痕あり

焼成良好

高
径
維

器

日
脚

外・浅黄橙

内・ ″
こまかい

1ミ ツ粒子少量
2f予{主」星尉彦小

脚柱部の片
内部に不整形ヘラ痕ケテナデ

焼成良好

高
径
椎

器

口
脚

外・黄 橙

内・ ″
こまかい

1～ 2ミ リ粒子
1拝イ主歴認亦

脚部だけの片
タテナデ、ヘラ痕あり

焼成良好

高
径
径端

器

口
脚

外・浅黄橙

内・ ″
こまかい

1～ 2ミ ツ粒子
58咽餅郵亦

脚部だけの片
タテナデ.ヘラ痕あり

焼成良好
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図番号 器種 法   量 色   調 胎 土 出土 地 備 考

31 高杯
器 高
口 径
脚端径 (13.8)

外・浅黄匿

内・ ″
こまかい

1ミ ツ粒子
41引笙勘

杯部欠損、脚端部の一部を欠く。
脚柱部に仕上げ欠落部あり

焼成良好

高
径
櫂

器

口
脚

外・にぶい橙

内。浅黄掻

こまかい

1ミ リ粒子
5号住居跡

杯底部.脚柱部の片
ヘラ調整痕、タテ

焼成良好

高
径
維

器

日
脚

外。にぶい掻

内・ 〃
こまかい

1～ 2ミ リ粒子
(1乳 )
C区・T3

脚柱部片、ナデ調整.ヘラ

焼成良好

高
径
帷

器

口
脚

外・にぶい橙

内・ ″
こまかい

1ミ リ粒子
6号醐

脚柱部片、ヘラ調整タテ

焼成良好

高
径
縮

器

口
脚

外・ 橙

内・ 〃
少し荒い

1ミ ツ粒子少量 靴
・Ｔ
ｌ
区

ぐ

Ｃ 同 上 ヨコナデ  焼成良好

高
径
雑

器

日
脚

外・にぶい掻

内・ ″
こまかい

1～ 3ミ リ粒子少量
靴
・Ｔ
５
区

く

Ｅ 同 上 ヨコナデ  焼成良好

高
径
縮

器

口
脚

外・にぶい橙

内・暗 裾

少し荒い

1ミ ツ粒子少量
5号住居跡 同 上 ヨコナデ  焼成良用

器 高
口 径 (18.1)
脚端経

外。明褐色

内・にぶい掻

こまかい

1～ 3ミ リ粒子
4号住居跡

杯部片、壁は急由して内湾ぎみに
立ち上る。
日縁部欠損      焼成良好

高
径
縮

器

口
脚

外・1蕩ミψヽ黄掻

内・淡 掻

こまかい

1～ 3ミ ツ粒子少量
同 上

杯底部片 ヨコナデ

掏曳良用

高
径
帷

器

口
脚

外・浅黄歴

内・ ″
少し荒い

1-3ミ ツ粒子
3手引主勘 同 上 ヨヨナデ  焼成良好

高
径
帷

器

口
脚

外・浅黄掻

内・ ″
こまかい

1～ 2ミ リ粒子
同 上

脚柱部片、ヘラ調整痕タテ、一罰
ヨ コ

焼成良妬

高
径
帷

器

口
脚

外・浅黄橙

内・ ″
こまかい

1～ 2ミ リ粒子
同 上

脚柱・端部片、ヘラ・ヨコ

焼成良用

高
径
帷

器

口
脚

外。にぶい橙

内・ 橙

こまかい

1ミ リ粒子
5号佳居跡 杯底部片

焼成長好

高
径
帷

器

口
脚

外・ 掻

内・にぶい橙

少し荒い

1ミ リ粒子少量
4号住居跡 脚部片

焼成良月

高
径
雁

器

口
脚

外・ 1こぶぃ橙
内・にぶい黄超

こまかい

1～ 2ミ ツ粒子少量
5手引主勘

脚柱部片、ヘラ調隧タテ・ヨコ

焼成良角
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図番号 器種 法 塁 色 調 胎 土 出土 地 備 考

高杯

高
径
径端

器

日
脚

外・浅黄橙

内。 ″
こまかい

1～ 2ミ ツ粒子
4号住居跡 孫底部片、ヨコナデ

焼成良好

高
径
径端

器

口
脚

外・浅黄橙

内・ 〃
こまかい

1～ 2ミ リ粒子少量

3号住居跡
上
杯底部、脚柱部の片

焼成良好

器 高
口 径
脚端径

外・ にぶい橙

内・ ″
少し荒い

1～ 3ミ リ粒子
C区・一括 脚柱上部片、ケテナデ

焼成良好

一局
径
径端

器

日
脚 橙

橙
肺
淡

に

外

内

こまかい

1～ 3ミ リ粒子
靴
・Ｔ
５
区

て

Ｅ 脚柱部片 ヨコナデ
焼成良好

高
径
径端

器

口
脚

外

内

浅黄燈

にぶい黄橙

こまかい

1ミ リ粒子少量

A区
3号柱穴

杯胴部片、日縁は欠損
ヨコナデ.ヘ ラ痕あり

焼成良好

高
径
径端

器

口
脚

外・にぶい橙

内・鹸 橙

こまかい

1ミ リ粒子
2号住居跡

杯胴部片、内湾ざみに立ち上 り、
さらに外反して口縁部ヘ

焼成良好

高
径
径端

器

日
脚

外・にぶい橙

内・ 〃
こまかい

1ミ リ粒子
6号住居跡

杯胴部片、内湾ざみに立ち上り鮮
HJlな陵よりさらに内湾ぎみで口縁
へ          焼成良好

53
高
径
径端

器

口
脚

外・ にぶい橙

内・ ″
こまかい

1ミ リ粒子少量
2号住居跡

口縁を含む杯桐部片、ナデ後にヘ
ラ調整内湾して立ち上る。
ヘラ痕内外面に残される。焼成良好

54
高
径
径端

器

口
脚

外・浅黄匿

内・ 〃
こまかい

1～ 2ミ リ粒子
5号住居跡 脚端部片、ヨヨナデ

焼成良好

55
一局
径
径端

器

口
脚

外・淡 橙
内・ 〃

こまかい

1～ 3ミ ツ粒子
4号住居跡

脚柱部片、ヘラケテナデ
ヘラ痕が残される。

焼成良好

)内は、復元による計測
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表  4.
土 師 器 計 測 表 (1)

法量単位 :効

麟 器種 法  量 色  調 胎 土 焼 成 出土地 備 考

56 広口壷
器高(29.5)

口径 18.7

外。明褐色

内。明褐灰色

良好、長粒子を含む

1～ 4ミ リの粒子
良 好 2号住居跡

胴体部の一部及び底部欠損

叩目:な内外に炭付着、内面ナデ

対

０

．

８

．

縞
口径

外・橙 色
内・ ″

こまかい

良好、1-2ミ ツ粒子
1号土坑

長日の口縁、回転ナデ

靖
器高 (
口径 (

外・ 1こぶい掻

内・ ″ 0.5～ 2ミ リ粒子
5,引主勘

口縁一部欠損

回転ナデ、内面ナデ

靖
高

径

器

ロ

外・淡 橙

内・ ″ 1～ 2ミ リ粒子
4号住居跡

口縁郡欠損、外面風化するも

回転ナデと思考、内耐 デ

広口壷
器高(2■0)

日径 21.2

外。男黄褐色

内・ ″ 2～ 3ミ リ粒子
同 上

底部を欠く、全面に炭付着

外面ヨコナデ、内面ナデ

浅 鉢
器高 &6
日径 14.2

外・掻 色
内・ ″

″ 長粒子を含む
2～ 4ミ ツ粒子

や あヽまい 2号住居跡
体部の上、内湾ぎみに立ち上る

ヨコナデ、内面ナデ

広口壷
一局
径

器

口

外。浅黄怪色

内・灰白色

や蛍荒い

1～ 3ミ リ粒子
良 好 4号住居跡

底削中、期 により黒裾色

i茎曇弘 ヨコナ式 内面ナデ

一局
径

器

口

外・浅黄掻色

内・明褐灰色

荒い
‐ 2～ 3ミ リ粒子

や 良ゝ好 6手引主勘
底部の片、叩目文

内面ナデ

縞
口径

外・灰褐色

内・灰白色

こまかい

2～ 3ミ ツ粒子
良 好 4号住居跡 底部片、内外面ナデ

高

径

器

口

外・灰白色

内・ 〃
こまかい

1～ 4ミ リ粒子
や 良ゝ好 同 上

底部片、深鉢と思考される

内外面ナデ

広口壷 縞
口径

外・浅黄燈色

内。とこぶい橙色

良好

2～ 3ミ リ粒子
良 好 同 上

底部片、外面叩目文

内面ナデ

一望
器高 15,0

日径  9.5
外・浅黄橙色

内・ ″
″ 長粒子を含む
1～ 4ミ ツ粒子

同 上 胴体部の各所が欠損.ナデ

広口壷
高

径

器

日

外・浅黄橙色

内・灰白色

荒い

1～ 4ミ リ粒子
や 良ゝ好 同 上 口縁部片、内外面ナデ

同 上
一局
径

器

ロ

外・黄掻色

内・浅黄橙色

こまかい

1～ 3ミ リ粒子
5号増餅郵跡

底部片、外面炭付着.叩目文

内面一部明褐灰色ナデ

対 縞
聡

外・浅黄怪色

内・灰白色

少し荒い

1～ 2ミ ヅ粒子
6号住居跡

胴部上位欠損

風化して文様不明
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図番号 品種 法  量 色  調 胎 土 焼 成 出土地 備 考

碗
器高  a2
日径 (10.5)

外・にぶい橙色

内・浅黄橙色

少し荒い

1ミ ツ粒子
や 良ヽ好 4妄難と勘 1/2欠損、内外ナデ

広日董 縞
口径

外・浅黄橙色

内。 〃
こまかい

1～ 4ミ リ粒子
5号住居跡 底部片、内外ナデ

深 鉢
一局

径

器

口

外・灰自色

内・ 〃
良好

1～ 4ミ リ粒子
同 上

底部片、叩目文、内面ナデ

内外に一部炭付着

靖
一島
径

器

口

外・浅黄掻色
内・ ″

こまかい

1～ 3ミ リ粒子
C区・T4 底部片、内外面ナデ

広口重
高

径

器

口

外・灰白色
内・浅黄匿色

良好

1～ 4ミ ツ粒子
5号住居跡 底部片、叩目文、内面ナデ

同 上
器高
口径

外・浅黄歴色
内・灰白色

や 荒ヽい

1～ 2ミ リ粒子
同 上

底部片、叩目文、内面ナデ

内面一部掘灰色

壷
器高
口径

外・灰白色
内・明裾灰色

こまかい

1-3ミ リ粒子
41引生勘

底部片、ナデ

内面ヘラナデ

同 上
一局
径

器

口

外・にぶい橙色
内・明褐灰色

少し荒い

1～ 2ミ リ粒子
同 上

底部、胴部片

外面に炭付着

碗
器高  5,9
口径 (124)

外・橙・淡橙色
内。灰白増謬宅鐙

こまかい

1～ 2ミ リ粒子
6髪非と勘 一部欠損、内外面ナデ

広口重 縞
口径

外・黄怪色
内・浅黄橙色

良好

1～ 3ミ リ粒子
4号住居跡

外面下半に炭付着

内外面ナデ

同 上 縞
唯

外・ 橙
内・浅黄歴色

良好

1-2ミ リ粒子 同 上
胴郡片、外面下半に炭付着

内面一部黒禍色、ヨコナデ

同 上
一島
径

器

日

外・浅黄歴色

内・ ″
荒い

1～ 2ミ ′粒子
5号住居跡

口縁部片、ヨコナデ

内面ナデ

同 上 縞
口径

外・浅黄笹色

内・ 〃
こまかい

1～ 3ミ ツ粒子
良 好 同 上

口縁部片.ヨ コナデ
内面ナデ

一堕
器高
口径

外・浅黄掻色

内・灰白色

こまかい

1～ 2ミ ツ粒子
同 上

口縁、頸部、胴部片

叩目文、内面ナデ

同 上 縞
日径

外・浅黄匿色
内・灰白色

良好

2～ 4ミ ツ粒子
6号住居跡

頸部、胴邸片

叩目文、内面ナデ

甕
高

径

器

日

外・黄橙色
内・ ″

こまかい

1ミ ツ程度の粒子

3号住居跡
上

口縁部片、外ヘラ、ヨヨナデ

外面二部に炭付着.内ヨヨナデ
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図番号 器種 法  量 色  調 胎 土 焼 成 出土地 備 考

甕 絲
口径

外・にぶい褐色

内。浅黄掻色

良好、長粒子を含む

1～ 4ミ リ粒子
良 好 6手引坐勘

口縁部片、ヨヨナデ

内面ユ/2は褐灰に変色

重 絡
略

外・灰褐色

内・粥褐灰色

良好

1～ 3ミ リ粒子
5号住居跡

外面一部黒褐色に変色、叩日文

内面下半裾灰色に変色

広口壷 縞
日径

外・浅黄掻色

内・ 〃
こまかい

1～ 3ミ リ粒子
5号住居跡

頸部、胴邸片、叩目文

内面ナデ

深 鉢
高

径

器

口

外・灰白色

内・ 1こぶい橙色

荒い

1～ 4ミ リ粒子
ユ号土坑 底部片

不 切
一島
径

器

口

外・にぶい橙色

内・浅黄歴色

荒い

1-3ミ リ粒子
や あヽまし 4号住居跡

底部片、ヨコナデ

内面ナデ

器高
日径

外。灰白色

内・ 〃
良好

1-3ミ リ粒子
良 好 D区・T5 高台付土器

底部片、回転ヨコナデ

縞
日径

外・浅責橙色

内・灰白色

荒い

1～ 4ミ ツ粒子
2号住居跡 同上 回転ヨコナデ

器高
口径

外・浅黄橙色

内・ ″
荒 い

1～ 2ミ リ粒子
同 上 同上 回転ヨヨナデ

縞
聡

外・にぶい橙色

内・橙 色
良好

1～ 2ミ リ粒子
D区・T7 同上 回転ヨコナデ

縞
罐

外・浅貢蟹色

内・ ″
良好

1 ～2ミ ツ粒子
2'引笙勘 同上 回転ヨコナデ

器高

口径

外・橙 色
内・ 〃

少し荒い

1-2ミ ツ粒子
あまい D区・T6 同上 回転ヨヨナデ

98 浅 鉢 縞
唯

6.9

16.3

外・橙 色
内。 ″

少し荒い

1～ 2ミ リ粒子少量
A区 日縁一部を欠損、ナデ

皿
器高
口径

■

８
．

外・浅黄橙色

内・ 〃
良好

1ミ ツ程度粒子少量
良 好 6号土坑

回転ナデ→底部ヘラ切り、ナデ

底部内外にうず巻きヘラ痕

器高  1.3
口径  8.5

外・浅黄橙色

内・ 〃
同上

同 上
同 上

口縁部の一部欠損

他は同上、回転ナデ

縞
口径

外・浅黄掻色

内・  ″
同上

同 上
同上 回転ナデ

上

＆

一局
径

器

口

外・暗灰黄色

内・浅黄掻色 同 上
同上

同上 回転ナデ
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図番号 器種 法  量 色  調 :台 上 焼 成 出土地 備 考

皿
器高  1.4
回径  9.2

外・に熱環鰹色

内・ ″
良好

1ミ リ程度粒子少量
良 好 6号土坑

口縁部の部 欠損

他は同上、回廠ナデ

Ｌ

＆
縞
日径

外・ 1こぶい橙色

内。浅黄橙色

同上

同 上
口縁・胴部の工託知負 ナデ

底部内外うず巻ヘラ痕

器高  1.1
回径  9.1

外。掻 色
内・ ″

同上

同 上
や 良ヽ好

1/3欠損
底部は同上、回転ナデ

縞
唯
■4

9,1

外・にぶい橙色

内・ 〃
同上

同 上
良 好

日縁一部欠損

底部は同上.回転ナデ

■

９
．

一島

径

器

口

外・掻 色
内・ ″

同上

同 上
同 上  回転ナデ

高

径

器

ロ

外・にぶい橙色

内・怪 色
同上

同 上
口縁、胴部の一部欠損

底部同上、回転ナデ

絡
口径

外・橙 色
内・ ″

同上

1～ 2ミ リ粒子

完形、回転ナデ

底部内外面にうず巻ヘラ痕

高

径

器

口

外・にぶい橙色

内・ ″
同上

1～ 2ミ ツ粒子
や 良ゝ好 同 上  回転ナデ

高

径

器

口

外・橙 色
内・ ″

良好

1～ 2ミ ツ粒子少量
良 好 同 上  回転ナデ

綿
口径

1.7

10.0

外・橙 色

内・にぶい橙色

良好

1～ 2ミ ツ粒子少量
同 上  回転ナデ

( )内は、復元計測
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図番号 器種 法  量 色  調 胎   土 焼 成 出土 地 備 考

甕
外。青灰色
内・ 灰白色

良質 良 好 D区・T7
胴部片、叩目文

内面ヘラ調整痕

外・ 青灰色
内・ 灰白色

2:〕tttJE譲しい
胴部片、叩目文
内面ヘラ調整痕

外・ 灰 色
内・  ″

D区・T5 胴部片H格子目文
内面ヘラ調整痕

、外

内
灰白色 D区・T6 胴部片、格子目文

内面同上

外。灰 色
内・ 灰白色

7号土坑
胴部片¬格子日文
内面同上

外・ 明黄褐色
内。灰黄裾色

や 良ゝ好 D区・T7 胴部片、叩目文
内面同上

外・ 灰 色
内・ ″ 良 好 6号土坑

胴部片、叩目文
内面青海波文

外・ 黄灰色
内・ 灰白色

C区 。一括
胴部片
外面叩目文、内面青海波文

色

色

黄浅

灰

外

内

2号集石
離
胴部片、外面格子目文

内面青海波文

望
外。灰白色
内・ 灰 色

C区・一括
胴部片、外面無文ナデ

内面回転ヨコナデ

蓋
外・灰 色
内・  〃

6号土坑 壷蓋片、陵
2条端部は外反

じ急角に下向する。

外・ 灰 色
内・  ″

1号准ヨ勘
底部片
高台付土器の片

一霊
外・ 灰黄色

内・ 灰 色
D区・T7 胴部片、頸部を含む片

陵外面 1、 内面 3条

外・ 灰白色
内・  〃 菊離

胴部片、外面無文、内面に回転
仕上げの陵 4条、底部も含む片

127 下明 外・ 灰白色

内・ ″ あまい 2号土坑 高台付土器底部片
内面に一部炭付着

外・ 灰 色
内・  ″ 良 好 1判 彊混ホ 底部片、高台の座付は急に外反

する。内面ヘラ調整痕

表  5。

須恵器計測表 (第 19図 )
法量単位 :伽
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表  6.

表  猛

瓦  (第 20図 )

青 磁  (第 21図 )

図番号 器 種 出 土 地 備 考

129 平 瓦 D区 。一 括 平瓦片
表裏に布目文        焼成あまい

130 のし瓦 3号住居跡上
外面無文、内面は細目の布地目文
のし瓦片           焼成良好

131 棟 瓦 D区・ T6 無文、棟瓦片
焼成良好

132 のし瓦 6号 土 坑
のし瓦片、外面布目文
内面は細日の布地目文     焼成良好

図番号 器  種 出 土 地 備 考

133 碗 2号 住 居 跡
口縁部片
内湾して胴部が立ち上がる。百縁部は急に外反する。

134 鉢 楕円形状遺構
日縁部片、胴は外反ぎみに立ち上がる。
口縁部は内allに 向ってふくらむ。

135 同  上 3号 住 居跡
胴部片、胴に 1条の陵をもち外反して立ち上がる。
稜花を呈した日縁である。

136 同 上 7号 土 坑 胴部片、胴は内湾 して立ち上が り縦縞の凹凸で施紋され
る。

137 碗 6号 住 居跡 底部近くの胴部片、内面にかすかな草花紋が認められる。

138 鉢 E区・ Tl 口縁部を含む胴部片、内湾して立ち上がり口縁近くで大
きく外反して開く。
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表  8.

白 磁 (第 21図 )

陶  器 (第 21図 )

図番号 器 種 出 土 地 備 考

139 鉢 4号 住 居跡 平底の底部を含む胴部片

140 碗 D区・ Tl 胴部片、わずかに茶系色を帯びている。内面は回転調整
痕の数条を残す。

141 同 上 B区 。一 括 高台を含む底部片、わずかに青色を帯びる。内面には維
縞の凹凸が施紋される。

142 鉢 E区 ・ Tl 高台際から口縁までの片、胴部に陵をもち内湾して立ち
上がる。日縁近くで外反する。

表  9.

図番号 器  種 出 土 地 備 考

143 盤 (推 ) A区 ・ 10 底部片、底面に約 1.5× 3セ ンチの 4個の座付をもつ。
外面黒色、内面オリーブ黒の釉をかけている。

144 甕 E区 ・ Tユ 口縁部片.口縁部は外に 1セ ンチ、内に 0.5セ ンチ張り
出す。外面は緑灰色の釉をかけ波型の施紋。

145 同  上 A区 。一 括 胴部片、胴は内湾して立ち上がり、一条の三角突帯タガ
がめぐらされる。

146 同 上 A区 ・ 5 胴部片、胴は内湾して立ち上がり半円突帯タガの一条が

施こされる。外面黒色内面オリーブ黒の釉をかける。

147 鉢 A区 。一括 日縁の外側に三角突帯を有する 鉢の口縁部片

148 甕 2号 住 居 跡
内外とも凹凸の多い不整形な胴部片

149 芝 C区 ・ T3 胴部片、胴は内湾して立ち上がる。回転による調整痕が

内外面ともに多い。
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表 lα

表 11.

磁 器 (第 22図 )

染 付 (第 22図 )

図番号 器  種 出 土 地 備 考

150 碗 A区 ・ T5 高台の一部を残す底部片、高台内は深い。

151 同  上 上記 150番 と接着する遺物片、高台は開き気味

152 C区 。一 括 高台際の一部を含む胴部片、や (肉厚

153 皿 A区・ 6 高台を含む底部片、回転調整の陵 2条が外面にある。

154 碗 7号 土 坑 高台際から口縁までの胴部片
高台の外壁は直下.内面は開き気味、内部は浅い。

図番号 器 種 出 土 地 備 考

155 皿 7号 土 坑 高台付の底部片、底部は厚手胴部はや 薄ゝ手となる。

156 碗 C区・ T3 口縁部と胴部の一部を欠く。底部から回縁にかけて徐々
に薄手となる。

157 同 上 D区 。T6 高台 1/2を残す底部片.高台はわずかに外に開く。

158 皿 7号 土 坑 日縁から高台際までの胴部片、胴は内湾して立ち上がる。
日縁は丸くおさめている。

159 鉢 同  上 日縁部片.胴は内湾気味に立ち上がり回縁部は大きく外
反して開く。

160 碗 楕円形状遺構
高台 1/3を残す片、三角状の高台で先端部は欠けてい
る。

161 皿 A区・ 一 括 高台の一部を残す脈邸片。高台はやや外に開き高台内は
浅い。

162 同  上 B区 。一 括 高台の一部を残す底部片、三角状の高台で底部は薄いが
胴部はや 厚ゝ手となる。

163 鉢 D区 ・ T6 口縁から高台際までの片¬胴は内湾して立ち上がり厚味
も徐々に薄くなる。

164 同 上 D区・ Tl 底部の一部と胴部片、平底の底部から急角に立ち上がる。
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めま

日 高 正 晴

西都原古墳群台地 と西都市の中心市衡地との間に、東に広がる中間台地が存在す

るが、この一帯は、古代西都原地方の集落が形成された地域であり、今でも遺物の

散布地帯になっている。このたび、道路新設のための事前発掘調査が行われた地点

も、その中間台地の南端から東の方に突出 した山王前畑台地上にある。ところで、

この山王前畑の台地中央部を幅 18紹 で南北に道路を通す ということで、まず、想

起されたことは、その予定道路敷の西側に接 して、重要文化財指定の「 児湯郡印」

(銅印 )が古くから伝世された旧家の河野家が存在 していることである。また、こ

の約 3ヘ クタールにおよぶ台地の大部分は、古来、同家の所有地であり、
|そ してこ

の台地の東側には、現在でも、古い建造物の礎石 と推定される比較的大きい石が10

数個散在 している。郡印で伝世品というのは日本でもほかに例証がないが、このよ

うなことで、もしかするとこのす帯には律令時代の官行の遺構なども存在するかも

しれないと考えていた。 しか しながら、発掘調査を行づてみたところ、この約130

物におよぶ道路敷内から、古墳時代の方形状竪穴住居址が 6ケ所発見きれ、その他

土坑なども確認された。そして住居址内からはかなりな量の上師器も出土 したが、

特に、各住居址全面に高杯が数多く認められたのは特徴的であった。また、その規

模であるが、最小のものは第 3号住居址の 3.5物 又3.02陶 、最大のものは 5。 35

掏×5.67物 で、そのほかは径が 4狗代である。そ して竪穴の深さは 5号住居址が

浅いだけで、その他は約 30翻の落ち込みになっていた。それから竪穴住居におけ

る柱穴配置の状況であるが、興味あるのは 1号および 3号住居址は柱穴がそれぞれ

竪穴の外側に設けられていることである。 しかも両住居址では、大体、南北にそっ

て柱穴が配列されているので、建築様式 としては切妻形式になっていたようであり、

東側からの採光に意を用いたのであろう。それに、この両住居址だけが径 3物余の

小住居址であった。次に、各住居址内から出上 した遺物について述べてみることに

するが、その中でも主 として土師器について考えてみたい。まず、住居址から出土

した土師器であるが、形式的には高杯、広日壷、増、鉢などである。そ してそれら

の土師器の焼成、色調は弥生時代終末期前後頃以降の土器の伝統を継承 しているよ
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うに思えた。最初に高杯について考察 してみたい。各住居址から確認された高杯の

脚部だけ数えてみても20個近くはあるが、そのことから考えてみても、この住居

址に住んだ人びとは極めて信仰儀礼的な生活!を営んでいたことが推察されるi。 そし

てその上器形式は杯部に稜 をもち、脚部の下方は少 し開いて裾部がラッ′ヽ状に広が

ってお り、とこから出上の高杯はほとんどこの様式になっていた。また、1関心がも

たれたのは、 1号土坑・ 4号・ 5号住居址からそれぞれ小形丸底壷が出土 したこと

である。この対形土器は古式上師器の布留式上器系統の流れをひくもの|であり、そ

の意味でもこの山王遺跡は興味深い、また広口壷もななり出土 しているが、胎土は

細粒子混 じりで、日縁部の外反りも余 り深 くなく立ち上ってお り、そしてその底部

は細丸底を呈 している。
~そ
れから特徴的なのは 1号・ 5号住居址出上の広口壷胴部

外面には助確な'叩き文が認められることである。この紋様なども古式上師器の伝統

を引 くものといえよう。以上、竪穴住居址出上の上師器の形式的考察を行ぅ.て みた
③

が、本遺跡に見 られる土師器は、玉口時雄氏の上師器編年によると、第Ⅱ型式の前

半頃に比定できると思われる。それで編年的には、 5世紀前半から中葉後半頃にか

|け ての時期に推定される。特に、この住居址からは須恵器が全 く出上 しなかったと

いうことを考慮に入れるとこの地域に須恵器が導入される以前の遺跡 ということに

なる。ちょうど、その頃、西都原古墳群形成の最盛期の時期にあたり、女狭穂塚お

よび 46号墳など畿内型中期前方後円墳が築造された年代に相当する。このほか出

土品としては 6号土坑から布目瓦片など数個の平瓦片 と皿.形の上師器が確認されて

おり,本遺跡の出土遺物としてはわずかではあるが、律令時代の出土品として注目

しておかなければならない。 当初に述べたように、このたびの事前調査地域は山

王前畑台地全域の中では、わずかの面積に しかあたらない。平安中期頃の郡司が使

用 した児湯郡印がいつの時代か らこの河野家に伝わったのか明確ではないが、古 く

から家宝 として伝世 した旧家が、現在もこの山王台地の中央部に存在 していること

は、今後ともこの遺跡周辺に対 して探究を進めなければならないと思 う。それにし

ても、 この山王遺跡の発掘調査において、律令期の解明はできなかったにしても、
五世紀代における西都原周辺の集落形成の究明に大きく貢献 したことになる。

註 玉同時雄「土師器」『 新版考古学講座 』原史文化下 昭和 45年
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図版 1 (縄文土器・土錘・土師器 )
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図版 2 (須恵器・瓦・陶磁器 )
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図版 3.

調査地丘陵の遠影 (束方から )

A区か ら見た調査地 トレンチ

調査地北辺の隣接地 レ ン チ

掘 り出されたガ レキ



1号住居跡 4号住居跡

2号住居跡 4号住居跡の炉跡

2号住居の炉跡 5号住居跡

3号住居跡 6号住居跡の検出作業
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1号土坑 楕円形状遺構 とトレンチ

土坑 2～ 3～ 4号 と溝状遺構

号住居跡の柱穴 (P35～ 36)

1号集石遺構

6号土坑

7号土坑



1号住居跡の柱穴 (P-34) 物の出土状況

A区検出の柱穴 遺
/1Bの
出土状況

A区検出の柱穴 遺物の出土状況

遺物の出土状況 遺物の出土状況



遺物の出土状況 C区の土層確認坑

遺物の出土状況 A区の上層

遺物の出土状況
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